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（１）対象橋梁 

本町が管理する橋梁は、以下のとおりです、全て長寿命化修繕計画の対象橋梁である。 

 

表 1 管理及び対象橋梁の内訳 

令和 7（2025）年 3月 31日現在　　　　 

 

橋種ごとの分類は以下のとおりです。 

 

表 2 管理及び橋梁の橋種ごとの数量 

 

また、この内訳を次頁の表 3 対象橋梁一覧にまとめます。 

 

 

 

（２）計画期間 

　　令和 7（2025）年度から令和 16（2034）年度までの１０年間を計画期間としました。ただし、定期

点検の結果を踏まえ、今後の事業の進捗状況や社会情勢の変化に応じて、適宜見直しを行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※１　ＰＣ：プレストレストコンクリートのことで、コンクリートにあらかじめ（プレ）、圧縮力（ストレス）を与え、ＲＣ（鉄筋

コンクリート）よりさらに頑強にしたコンクリートのこと。 
※２　ＲＣ：鉄筋コンクリートのことで、コンクリートに鉄筋を配置し、より強度を増したコンクリートのこと。 
※３　ボックスカルバート：主に地中に埋設され水路などに使われる箱型のコンクリート構造物のこと。

 道路橋 横断歩道橋 跨線橋 合計

 60 3 1 64

 鋼橋 ＰＣ橋※１ ＲＣ橋※２ ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ※３ その他 合計

 10 34 8 12 0 64
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表 3 対象橋梁一覧 

   
※天神橋は、令和元(2019)年度施工の更新工事により橋長 2ｍ未満になり、本長寿命化修繕計画より除外した。 

 
 
Ⅰ：健全（支障が生じていない状態） 
Ⅱ：予防保全段階（支障が生じていないが措置を講ずることが望ましい状態） 
Ⅲ：早期措置段階（支障が生じる可能性があり、早期に措置を講ずるべき状態） 
Ⅳ：緊急措置段階（支障が生じており、緊急に措置を講ずるべき状態） 
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　　対象橋梁の位置図を以下に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 対象橋梁の位置図（引用：大泉町白地図） 

 

 


